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会計実務概論「病医院会計のすべて」 
 

第２部 病院会計制度概論 

 第12章 財務諸表の分析 財務諸表の見方 

12-1-3 キャッシュ・フロー計算書の見方（承前） 

図表12-3 キャッシュ・フローの3つの区分（再掲） 
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3つの区分のうちでもっとも重要なのは、業務活動によ

るキャッシュ・フローであり、それがプラスであるかを

第一にみるべきである。 

さらには、業務キャッシュ・フローから投資キャッ

シュ・フローの差額がプラスになっているかどうかとい

う見方も考えられうる。そうした見方から、 

（1）結果として業務キャッシュ・フローがどれだけ稼ぎ

出せるか 

（2）投資キャッシュ・フローはマイナスになることもあ

りうる 

（3）財務キャッシュ・フローは増えたか減ったかという

金額よりも、その内容にて判断する 

（4）いわゆるフリー・キャッシュ・フローがいくらか 

といった見方が一般的に可能である 

 さらには、営業キャッシュ・フロー・マージン、営業

キャッシュ・フロー対流動負債比率、有利子負債・キャッ

シュ・フロー倍率など、比率算定による分析もコンサル

ティングの場合には必要となろう。 

 

＜続く＞ 
（井出健二郎著「病医院会計のすべて」日本医療企画より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（医療機関におけるサイバーセキュリティ確保事業｜厚生労働省） 

厚生労働省はサイバーセキュリティ対策として約

2,000 病院を支援対象と想定していますが、2025 年 5 月

末時点での応募・申請は約800病院にとどまっています。

「サイバーセキュリティ対策の必要性が高い」と考えら

れる大規模病院・災害拠点病院・急性期病院などの積極

参加に期待するとともに、都道府県は「病院からの応

募・申請を待たずに、支援対象へ直接指定する」ことも

検討してほしいとしています。 

2022 年に徳島県つるぎ町立半田病院がサイバー攻撃

を受けたことは、病院関係者は、まだ記憶していると思

いますが、このサイバー攻撃以後医療機関のサイバー対

策は進んだかといえば、対策は遅々として進んでいませ

ん。実際の被害も発生しています。なぜ進んでいないか

というと「自分のところは大丈夫」という根拠のない自

信や予算のこともあると思います。攻撃されてからでは

遅いので、ぜひこの機会に対策を検討しましょう。 

厚労省では、サイバー攻撃を防ぐとことだけではな

く、攻撃を受けたときの対応や、復旧の方法も重要であ

るとしています。また、BCP（事業継続計画）の中にも

サイバー攻撃時の確認表の作成をすすめています。 
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